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餓
謝
出
門
號
　
　
　
一
一
二
四
　
　
　
（
山
ハ
玉
二
）

闘
究
の
築

日
本
古
建
築
研
究
の
栞

（
第
二
十
四
回
）

工
學
博
士
　
天

沼

俊

一

　
　
　
第
三
十
　
扉
　
　
（
下
の
三
）

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ン
　
　
　
　
　
　
ト
ビ
ラ

　
　
　
　
（
二
）
年
　
　
　
扉

　
此
れ
も
亦
新
し
く
つ
け
た
名
で
あ
る
。
こ
＼
に
宇
扉
こ

い
ふ
の
は
、
長
さ
が
普
蓮
の
扉
の
蝕
分
又
は
其
以
下
で
、

生
こ
し
て
黄
禦
宗
の
寺
院
に
用
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
二

撃
扉
の
後
方
に
は
、
普
遽
の
扉
が
あ
る
（
轄
輝
臥
輻

課
）
か
ら
、
双
方
を
同
じ
方
阿
へ
闇
く
の
で
は
少
？

工
合
が
悪
い
。
そ
こ
で
當
然
宇
扉
は
外
方
に
、
其
う
し
ろ

の
扉
は
内
方
に
脱
ぐ
標
に
し
て
あ
る
。
出
入
口
の
巾
が
廣
、

い
時
に
は
、
双
方
共
蓋
折
に
し
て
あ
る
。
覚
2
例
こ
し
て

繭
濟
寺
青
二
重
（
直
音
堂
）
の
を
ビ
る
ご
、
本
扉
は
手
先
が
外

に
折
れ
て
（
贈
晦
）
、
吊
元
で
内
に
嬰
の
に
、
年
扉
の
方

が
手
先
が
同
じ
く
外
に
折
れ
（
第
百
七
十
二
圃
）
、
次
に
も
う
一
度
外

に
開
く
樺
…
に
な
っ
て
み
る
。

　
其
男
方
は
多
く
の
場
合
蝶
番
を
用
ひ
て
あ
る
が
、
其
意

匠
は
頗
る
李
凡
、
扉
其
物
の
美
的
儂
値
を
減
殺
す
る
こ
ご

多
大
で
め
る
。
も
う
少
し
何
ご
か
し
た
ら
よ
さ
さ
う
な
も

の
だ
が
、
な
巻
こ
ん
な
に
し
て
あ
る
の
か
。
稀
れ
に
上
下

に
藁
座
を
用
ひ
、
軸
で
回
轄
す
る
の
も
あ
る
が
、
か
、
る

場
合
藁
座
の
意
匠
は
中
に
捨
て
難
い
も
の
が
あ
る
（
繕



騨
）
。
こ
れ
怠
り
で
は
な
く
所
謂
「
唐
寺
」
の
建
並
家
は
、

藁
座
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
見
え
、
い
ろ
一
の
意
匠
を
し

て
み
る
か
ら
、
中
々
面
被
い
が
、
こ
れ
等
は
後
に
圖
示
し

て
解
説
を
す
る
つ
も
り
で
あ
る
Q
故
に
こ
、
に
は
す
べ
て

略
し
て
お
く
。

　
此
れ
等
の
牢
扉
は
小
さ
い
も
の
で
あ
る
が
、
甚
だ
面
白

く
で
き
て
み
る
。
宇
治
よ
弧
も
大
阪
よ
り
も
、
最
も
よ
く

長
崎
に
適
し
て
み
る
。
異
國
情
調
が
横
溢
し
て
み
る
。
さ

う
し
て
す
べ
て
桟
唐
戸
の
種
類
で
あ
る
。
時
に
は
金
剛
禰

の
機
な
の
が
あ
っ
た
り
、
格
子
の
様
な
夏
向
の
が
あ
っ
た

り
す
る
が
、
全
騰
ε
し
て
い
ふ
ご
淺
唐
芦
で
あ
る
。
併
し

な
が
ら
こ
れ
は
普
通
の
扉
ご
一
所
に
せ
す
、
別
扱
に
し
た

方
が
よ
さ
、
う
で
あ
る
し
、
ま
た
さ
う
す
べ
き
も
の
こ
思

っ
た
の
で
、
こ
、
で
は
別
に
こ
の
題
を
つ
け
て
お
い
た
の

で
あ
る
。

　
第
百
山
群
十
四
圖
よ
り
第
百
七
十
四
圖
に
至
る
A
顎
計
十
一

葉
の
こ
の
種
の
扉
に
よ
っ
て
、
其
意
匠
の
分
類
を
し
て
み

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

る
ご
、
大
凡
次
の
五
種
類
に
分
つ
こ
ご
が
で
き
る
や
う
で

あ
る
Q

　
第
一
類
。
主
要
の
問
は
一
つ
で
、
中
央
に
花
・
果
實
等

　
　
（
【
種
の
絡
狭
間
又
に
絡
子
も
こ
の
申
に
入
れ
る
）
を
お
き
、
其
上
下
又
は
四
方
に

　
　
は
透
刻
・
唐
草
等
を
充
填
し
た
も
の
。
例
。
萬
薦
寺

　
　
大
雄
虚
血
。
開
山
堂
・
崇
蕩
王
命
聖
弱
寺
大
雄
寳
殿

　
　
（
長
峰
）
垂
幅
寺
中
門
（
編
潔
胸
、
拙
）
・
謹
寺
（
酪

　
　
縣
謙
獄
）
大
雄
寳
殿
・
同
開
山
堂
穆
）
等
。

　
第
二
類
。
第
「
類
ご
殆
ご
同
じ
で
あ
る
が
、
生
要
な
聞

　
　
は
二
つ
あ
っ
て
、
上
の
間
に
は
連
子
（
奨
形
特
妹
な
り
）
、
下
の

　
　
間
に
竺
種
の
格
血
合
（
其
内
に
に
透
彫
・
花
・
又
に
細
か
い
縦
絡
…
子
等
為
入
れ
る
）
又
は

　
　
卍
崩
を
入
れ
、
其
他
の
部
分
は
簡
箪
な
彫
刻
を
入
れ

　
　
た
も
の
。
例
。
編
濟
寺
大
雄
寳
殿
身
中
門
（
獅
蛸
贈
嬢

　
　
糎
即
蜥
在
）
・
同
意
蓮
堂
・
興
顧
寺
婿
姐
堂
（
娠
鱗
蜥
灘
ガ

　
　
続
輩

　
第
三
類
。
一
つ
の
圭
要
な
る
間
を
卍
崩
を
以
て
飾
れ
る

　
　
も
の
。
例
。
山
焼
寺
蠣
姐
堂
・
輻
濟
寺
青
鐘
堂
・
崇

第
四
號
　
　
　
一
三
五
　
　
　
（
即
詠
五
三
）



　
　
　
策
十
二
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
a
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
　
噴
門
謹
法
堂
。

　
第
四
類
。
　
一
つ
の
主
要
な
る
間
を
意
匠
を
こ
ら
し
た
格

　
　
子
を
以
て
飾
っ
た
も
の
。
例
。
崇
薦
寺
護
法
堂
。

　
第
五
類
。
金
剛
棚
の
襟
な
甚
だ
簡
軍
な
も
の
。
例
○
萬

　
　
瀟
寺
天
王
殿
其
他
。

　
以
下
宇
扉
の
實
例
に
つ
き
簡
輩
に
解
説
を
か
い
て
お
く

か
ら
、
圖
ご
比
較
し
て
讃
む
こ
ご
が
必
要
で
あ
る
。

第
一
礫
層
例
。

　
第
τ
口
戦
禍
十
四
圖
は
原
は
全
部
彩
色
が
た
φ
の
つ
か
も
．
知
れ

ぬ
が
、
今
は
劇
げ
て
る
て
よ
く
鋼
ら
澱
。
中
央
の
間
の
挑

は
全
禮
が
赤
い
色
に
な
っ
て
み
る
○
葉
は
緑
の
方
が
い
、

の
に
赤
い
の
は
、
あ
ご
か
ら
面
倒
な
の
で
全
部
同
じ
色
に

し
て
了
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
同
寺
大
雄
寳
殿
の
年
扉
ま
た

こ
れ
ε
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
の
方
は
桃
の
葉
が
緑
色

に
し
て
あ
る
。
大
阪
難
波
の
鐵
眼
寺
（
鱗
瑞
）
に
も
同
じ
一

桃
を
刻
し
た
の
が
あ
る
が
、
色
は
な
か
っ
た
か
ご
思
ふ
。

長
崎
聖
謝
謝
の
大
雄
事
業
の
も
亦
桃
を
つ
け
て
あ
る
。
地

　
　
　
　
　
　
　
第
閃
回
…
號
　
　
　
｝
三
山
ハ
　
　
（
山
な
血
四
）

を
臼
一
澱
り
、
實
俵
赤
（
？
二
鞠
黎
無
糖
隙
鰐
い
駕
糠
溺

る
）
、
二
枚
の
葉
慧
、
脇
の
小
聞
の
う
ち
、
左
右
に
は
唐

草
を
ほ
り
込
み
、
花
ご
葉
と
は
桃
の
實
ご
葉
ご
夫
れ
く

に
同
彩
色
で
、
下
の
問
に
は
透
彫
が
あ
る
。
枢
の
面
は
赤

で
あ
る
。
大
分
新
し
い
も
の
だ
が
中
々
き
れ
い
で
あ
る
。

　
第
百
六
十
五
圖
は
牲
丹
の
花
ご
葉
ご
が
透
彫
に
し
て
あ

る
。
乗
初
は
彩
色
が
し
て
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
今
は
こ
れ

て
し
ま
っ
て
み
る
。
牡
丹
の
花
辮
の
輪
廓
の
線
の
こ
こ
ろ

が
こ
れ
た
あ
ご
を
み
る
ε
、
赤
い
色
が
残
っ
て
み
る
か

ら
、
こ
ご
に
よ
っ
た
ら
最
初
は
こ
の
裏
板
に
、
花
の
ε
こ

ろ
は
赤
、
葉
の
こ
こ
ろ
に
緑
色
を
塗
り
、
後
か
ら
打
ち
つ

け
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
故
に
禺
來
た
て
に
は
、
花
辮

は
赤
に
葉
は
緑
に
見
え
た
の
で
あ
ら
う
。
占
奪
寺
槻
音
堂

は
寳
永
元
年
の
建
築
で
、
数
度
の
修
理
を
経
た
ご
い
ふ
が

（隅

ｷ
峰
市
上
M
）
、
こ
の
宇
扉
が
い
つ
の
も
の
か
は
勿
論
鋼
あ
な
い
。

併
し
少
な
く
こ
も
こ
の
牡
丹
を
ほ
っ
て
あ
る
板
は
、
古
い

ご
み
て
よ
さ
、
う
で
あ
る
。
割
合
に
よ
く
で
き
て
み
る
o



　
第
百
六
十
六
圖
は
桃
や
牡
丹
の
代
り
に
縦
横
に
二
本
づ

、
の
格
子
が
入
れ
て
あ
る
、
さ
う
し
て
枢
や
淺
も
割
合
に

細
い
か
ら
、
こ
の
種
の
扉
の
う
ち
で
一
番
き
ゃ
し
ゃ
に
見

え
る
。
涼
し
さ
う
な
扉
で
あ
る
。

　
第
二
類
　
實
　
例
。

　
第
百
六
十
七
圖
の
は
、
他
の
例
の
標
に
蝶
番
で
吊
ら

す
、
軸
が
藁
座
に
入
っ
て
み
る
珍
ら
し
い
例
で
あ
る
。
先

に
あ
げ
た
鐵
限
寺
に
も
同
様
の
が
あ
る
が
、
先
づ
こ
の
位

で
あ
ら
う
。
扉
は
上
の
廣
間
に
九
本
の
連
子
、
下
の
廣
間
に

は
格
狭
間
の
置
形
の
様
な
も
の
が
入
れ
て
あ
る
。
こ
の
墾

形
の
格
狭
間
の
中
に
は
、
縦
の
盲
連
子
を
細
か
に
刻
ん
で

あ
る
が
、
其
輪
…
廓
か
ら
内
方
に
向
っ
て
で
、
み
る
上
下
左

右
の
茨
の
先
端
に
、
西
洋
装
飾
に
よ
く
用
ひ
ら
る
、
「
立

花
」
（
宏
。
震
ム
o
I
誇
）
に
よ
く
似
た
花
形
が
刻
ん
で
あ
る
。

こ
の
種
の
扉
こ
し
て
は
、
全
膿
ご
し
て
は
中
々
い
い
で
き

で
あ
る
Q

　
第
百
六
十
磨
耗
は
上
に
五
本
の
連
子
、
下
に
長
方
形
の

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
砺
究
の
栞

四
隅
を
少
し
く
内
方
に
尖
ら
せ
も
の
が
透
彫
に
し
て
あ

る
。
模
標
職
は
こ
の
形
を
「
モ
ッ
コ
ク
」
ご
い
っ
て
み
る

さ
う
だ
が
、
ほ
ん
こ
う
の
木
瓜
ご
は
蓮
ふ
檬
で
あ
る
。
こ

れ
は
寧
ろ
攣
形
芸
事
間
ビ
し
た
方
が
い
、
ら
し
い
が
、
木

瓜
で
も
い
、
ご
見
え
る
。
其
上
配
下
の
李
た
い
問
に
は
、

同
じ
く
雫
た
い
木
瓜
の
中
に
卍
繋
ぎ
の
機
な
模
様
が
薄
肉

に
ほ
っ
て
つ
け
て
あ
る
。
こ
れ
は
「
サ
ヤ
ガ
タ
ク
ヅ
シ
」

（紗

､
さ
う
だ
が
、
「
イ
し
は
勿
論
『
や
し
の
韓
訥
で
あ
ら
う
。
）
こ
い
ふ
名

で
呼
ば
れ
て
み
る
や
う
で
あ
る
Q

　
第
百
六
十
九
圖
は
興
輻
篠
笛
姐
堂
（
寓
器
。
と
ゆ
）
の
で
あ

る
。
他
の
こ
殆
ご
墾
り
は
な
い
が
、
花
模
様
の
入
っ
て
み

る
廣
間
は
、
扉
の
中
央
に
な
く
て
一
方
に
よ
せ
て
あ
る
。

面
折
爾
…
開
で
あ
る
だ
め
、
左
の
二
枚
ビ
右
の
二
枚
ご
が
同

じ
形
に
し
て
あ
る
こ
こ
ろ
は
、
相
當
に
考
へ
て
や
っ
て
み

る
。
こ
れ
は
何
の
花
か
私
は
知
ら
な
い
。
こ
ご
に
よ
っ
た

ら
支
那
の
花
か
も
知
れ
ぬ
。
此
の
扉
の
意
匠
ご
同
機
な
の

が
崇
輻
寺
護
法
堂
中
央
、
の
出
入
口
に
あ
る
、
但
し
た
や
爾

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
一
二
七
　
　
　
（
六
五
五
）
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第
十
二
春
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

第
四
號
　
　
｝
四
〇
　
　
（
六
五
入
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第
十
ご

研
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の
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日
本
古
建
築
硯
究
の
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第
四
號

】
四
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六
五
．
九
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第
十
二
巷
　
　
硯
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
．
築
研
究
の
栞

第
四
號
　
　
［
四
二
　
　
（
六
六
〇
）
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十
二
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建
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第
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一
四
三
　
　
（
六
六
一
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閉
で
あ
っ
て
爾
折
で
は
な
い
。

　
鑓
百
七
十
圖
は
青
堂
堂
正
面
爾
脇
の
間
の
で
、
中
央

（
第
…
七
究
二
圃
）
臨
調
の
左
右
の
問
の
は
、
同
じ
高
さ
で
意
匠
も

伺
様
で
あ
る
が
、
甲
斐
の
問
は
せ
い
も
高
く
、
圖
の
如
く

黒
子
ご
卍
崩
し
の
組
合
せ
で
あ
る
。
今
は
色
彩
も
大
募
剥

落
し
て
み
る
し
、
充
分
取
調
べ
る
時
間
も
な
か
っ
た
、
の
で
、

間
違
っ
て
み
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
権
・
穫
・
連
子
等
は
黒
、

入
子
板
は
朱
．
格
狭
間
及
紗
綾
形
の
引
込
ん
だ
所
は
金
、

格
狭
酎
及
紗
綾
形
は
緑
青
、
連
子
の
上
の
巾
の
狡
い
李
た

い
部
分
は
金
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
で
き
た
て
に
は
大
分
美

事
で
あ
っ
た
ら
う
ビ
思
は
れ
る
。

　
第
三
類
　
實
　
例
。

　
第
百
七
十
｝
圖
は
上
下
に
四
つ
の
卍
崩
し
連
綾
文
様
が

主
で
あ
る
。
こ
れ
は
極
く
新
し
い
露
な
氣
も
す
る
が
、
其

割
に
中
々
よ
く
で
き
て
み
る
。
描
眉
よ
り
は
寓
眞
の
方
が

確
か
に
よ
ろ
し
い
。
上
の
聞
の
、
方
塞
も
下
の
間
の
模
模

も
、
左
右
の
細
長
い
間
の
透
彫
も
、
何
れ
も
よ
ろ
し
い
。

　
　
　
第
十
二
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

素
色
。

　
第
百
七
十
二
圖
は
青
霊
堂
正
面
中
央
の
間
の
で
、
爾
折

摯
実
に
な
コ
ゐ
・
（
箕
次
の
左
右
の
間
の
に
、
こ
の
通
り
で
爾
開
帳
君
端
の
に
第
三
七
〇
圓
に
粥
げ
て
あ
る
。
）
。

こ
の
扉
は
中
央
の
大
無
間
を
十
宇
形
に
四
等
分
し
て
四
つ

の
正
方
形
を
つ
く
り
、
其
昔
の
分
劃
の
中
に
融
崩
を
入
れ

た
も
の
で
、
こ
れ
も
適
期
質
よ
り
は
塞
間
の
多
い
涼
し
さ

う
な
夏
向
き
の
扉
で
あ
る
。

　
第
百
七
十
三
圖
亦
同
意
匠
よ
り
成
る
、
併
し
な
が
ら
こ

の
方
は
、
長
方
形
の
翠
霞
に
巧
に
格
子
を
縦
横
に
組
み
、

中
央
に
正
方
形
の
部
分
が
残
る
様
に
し
、
こ
の
部
に
卍
崩

を
入
れ
た
の
で
あ
る
◎
さ
う
し
て
緯
て
の
室
間
の
幅
が
同

一
に
な
る
機
に
考
案
し
た
こ
こ
ろ
は
、
申
々
よ
く
で
き
た

こ
い
っ
て
よ
ろ
し
い
、
こ
れ
は
謹
法
堂
正
面
左
端
の
も
の
。

　
第
四
類
　
實
例
。

　
第
百
七
十
四
圓
が
夫
れ
で
、
こ
れ
は
前
例
ご
同
じ
も
の

で
あ
る
が
、
た
や
中
央
の
間
を
卍
崩
に
し
な
い
で
、
縦
に

二
本
格
子
を
入
れ
た
や
け
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
例
に
あ
げ

　
　
　
　
　
　
　
餓
躍
四
雛
側
　
　
　
一
四
九
　
　
　
（
六
六
七
）



第
十
ご
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

だ
も
の
、
う
ち
、
特
に
格
子
が
細
い
た
め
ご
、
縦
横
線
の

み
か
ら
で
き
て
み
る
せ
い
か
、
一
ば
ん
き
ゃ
し
ゃ
に
見
え

る
。
こ
の
謹
法
堂
の
扉
は
、
さ
き
に
記
し
た
下
り
三
所
ご

も
意
匠
が
異
な
っ
て
み
る
ビ
同
時
に
、
其
前
に
あ
る
こ
の

丁
重
ま
た
同
襟
に
三
所
こ
も
異
っ
て
み
る
。
三
所
の
出
入

ロ
に
六
種
の
扉
が
吊
っ
て
あ
る
堂
は
恐
ら
く
こ
れ
丈
け
で

あ
ら
う
。
薦
濟
寺
青
鐘
堂
す
ら
五
所
に
六
種
で
あ
る
。

　
第
五
類
は
別
段
圓
を
掲
げ
る
程
で
も
な
し
、
ま
た
解
説

を
か
う
な
く
て
も
い
＼
筈
で
あ
る
。

　
以
上
記
載
の
事
々
よ
り
、
私
が
こ
、
に
牢
扉
ご
命
名
し

た
も
の
を
簡
軍
に
ま
こ
め
て
お
く
。

　
黄
桀
宗
の
建
物
に
は
、
全
部
又
は
一
部
の
出
入
ロ
の
扉

　
を
内
開
こ
し
、
専
掌
に
外
開
の
掌
扉
を
吊
る
。
其
機
式

　
は
桟
唐
戸
の
如
く
、
枢
・
桟
及
入
子
板
よ
り
成
っ
て
ゐ

　
る
が
、
中
央
の
大
き
な
入
子
杉
に
花
（
聖
瀟
寺
嬌
遣
出
）
・
果
實

　
（
騨
叩
騨
一
斗
鰹
節
野
蝋
画
）
・
格
狡
聞
（
魚
鱗
寺
Y
格
子
（
幌
無
熱

　
だ
着
帯
罵
）
を
入
れ
、
叉
は
卍
崩
（
激
什
器
黄
金
藁
筆
糊
鍛
Y
格

　
　
　
　
　
　
第
四
門
號
　
　
　
一
五
∩
）
　
　
（
み
ハ
六
八
）

子
（
崇
臓
寺
護
法
堂
）
を
以
て
飾
る
。
又
主
要
の
問
は
こ
あ
っ
て
、

上
に
は
縦
蓮
子
、
下
に
は
一
種
の
格
追
撃
i
木
瓜
形

一
や
卍
崩
を
入
れ
た
も
の
（
巨
星
寺
天
王
殿
・
大
雄
賓
殿
。
青
蓮
堂
・
興
漏
寺
三
嘆
堂
等
）

な
ざ
が
あ
る
。
一
種
の
格
風
聞
は
、
時
に
は
其
内
に
細

か
き
縦
盲
連
子
を
入
れ
、
且
つ
四
邊
の
中
央
よ
り
「
立

花
」
類
似
の
装
飾
を
だ
し
た
の
が
あ
る
（
四
二
寺
天
王
殿
）
。
最
も

進
軍
な
の
は
金
剛
禰
（
野
駆
寺
天
王
殿
上
他
）
類
似
の
も
の
も
あ
る
。

此
れ
等
の
孚
扉
は
、
間
の
囲
い
時
は
爾
折
離
開
、
狭
い

時
に
は
自
然
爾
開
で
あ
る
。
さ
う
し
て
殆
ん
ざ
常
に
猫

軍
な
る
蝶
番
を
以
て
吊
る
も
、
ま
た
時
に
は
幾
券
装
飾

を
施
し
た
の
が
あ
る
（
崇
輻
寺
婿
姐
堂
）
藁
座
を
用
ふ
・
場
合
は

最
も
珍
ら
し
く
、
且
其
藁
座
は
普
通
の
も
の
こ
全
く
異

つ
豊
麓
か
ら
で
き
て
み
る
（
瑞
龍
等
大
雄
費
殿
・
輻
濟
寺
天
王
殿
。
何
れ
も
後
樹
）
。
連

麦
繕
子
の
欝
竺
種
窺
で
、
⑳
又
は
§

形
を
普
通
ビ
す
る
。
其
他
枢
・
穫
・
入
子
板
の
断
面
・

其
丈
に
刻
せ
る
文
様
等
、
紬
部
何
れ
も
在
來
の
楼
式
ε

多
少
異
な
っ
て
み
る
。
扉
に
は
多
く
の
揚
合
色
彩
を
施



　
す
σ

こ
い
ふ
こ
と
に
な
る
○
こ
れ
で
は
籐
り
鮪
…
輩
ご
は
い
ぺ
ぬ

か
も
知
れ
諏
が
、
ざ
う
も
こ
れ
以
上
つ
め
ら
れ
な
い
㎜
檬
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
砦
　
　
　
　
　
　
幹
　
　
　
　
　
　
暑
　
　
　
　
　
　
甚

　
以
上
四
回
に
渡
り
、
扉
に
継
て
一
通
り
記
し
た
が
、
勿

論
股
漏
も
あ
ら
う
し
、
除
外
例
も
澤
山
に
あ
ら
う
、
併
し

大
騰
は
誤
っ
て
ゐ
澱
つ
も
り
で
あ
る
。

　
扮
て
果
し
て
こ
れ
で
大
騰
談
っ
て
み
な
い
こ
す
る
ご
、

嚢
に
第
十
一
憲
第
四
號
第
百
一
頁
上
段
に
扉
の
分
類
を
し

た
の
は
、
少
し
く
い
け
な
い
、
あ
れ
は

　
（
イ
）
、
板
唐
戸

　
（
・
）
　
桟
唐
戸

　
（
《
）
　
花
狡
間
戸

　
（
二
）
雫
扉

こ
し
な
け
れ
ば
な
ら
沁
、
其
上
同
頁
下
段
第
十
五
・
十
六

行
の
問
に
次
の
七
行
、

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
配
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
花
狡
問
戸
ご
は
、
扉
の
四
方
は
枢
、
で
、
中
に
一
面
に
花

　
狭
間
を
入
れ
た
も
の
を
い
ふ
の
で
、
類
例
は
籐
b
な
い

　
や
う
で
あ
る
。
雫
扉
は
主
こ
し
て
黄
桀
宗
伽
藍
の
諸
堂

　
に
用
ひ
ら
る
、
も
の
で
、
多
く
木
を
き
り
組
ん
だ
、
可

　
な
り
意
匠
を
こ
ら
し
だ
も
の
で
あ
る
。
孚
扉
は
大
概
外

　
開
で
、
其
後
ろ
に
は
内
開
の
ほ
ん
と
う
の
扉
1
－
淺
唐

　
戸
f
が
あ
る
。

を
挿
入
せ
ね
ば
嫁
ら
ぬ
こ
ご
に
な
っ
た
。

菅

ふし

甚

淺
唐
戸
に
於
い
て
横
の
淺
は
す
べ
て
「
巾
淺
」
（
ナ
カ
ザ
ン
）
と

呼
ぶ
の
で
あ
る
が
、
「
中
竪
梗
」
ご
ま
ぎ
ら
は
し
い
か
ら
、

以
上
す
べ
て
「
横
桟
」
ご
か
い
で
お
い
た
。
第
百
三
十
ご
、
一

興
議
肇
右
下
の
㊥
に
は
、
中
薬
響
中
響
か
い
た

か
ら
、
夫
れ
を
み
れ
ば
剣
る
筈
で
あ
る
が
、
こ
れ
丈
け
の

こ
ご
を
特
に
断
っ
て
お
く
。

　
　
　
　
　
梼
　
　
即
　
　
梼
　
　
幹

麓謝

l
謡
概
　
　
　
・
「
五
一
　
　
　
（
山
一
山
ハ
九
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
本
古
建
築
薩
究
の
栞

　
　
　
　
訂
正
塀
補

　
（
剛
）
、
京
都
に
あ
っ
た
1
尤
も
今
で
も
形
ば
か
り
は

あ
る
が
一
方
廣
寺
大
佛
殿
は
、
正
面
十
一
間
の
う
ち
中

の
七
聞
が
出
入
口
で
、
そ
こ
に
た
て
＼
あ
っ
た
板
扉
は
、

現
今
の
東
大
寺
　
大
佛
殿
の
夫
れ
の
如
く
「
二
枚
爾
開
」

　
か
う
い
ふ
二
一
が
あ
ろ
か
ご
う
か
知
ら
ぬ
が
、
扉
が
大
き
い
か
ら
、
六
二

（
　
の
爾
開
に
で
る
雪
濠
が
其
重
量
に
諾
え
ぬ
、
さ
り
ミ
て
爾
折
に
ば
手
先
が

下
っ
て
了
ふ
か
ら
一
更
で
き
か
ぬ
ろ
か
ら
、
そ
、
匂
で
右
も
左
も
二
枚
づ
」
ミ

し
、
四
枚
の
靡
が
覧
れ
肖
れ
上
職
の
軸
で
開
閉
す
る
搬
に
遊
つ
六
も
の
か
聖

遷
礒
名
）
で
、
其
面
に
は
五
凋
五
行
に
直
営
、
の
四
葉
を

打
っ
て
あ
り
、
各
列
の
距
離
は
翼
、
々
騎
づ
、
、
半
上
下
端
よ

墨
田
の
列
ま
で
各
論
、
扉
の
馨
滴
、
藷
隅
に

「
散
八
双
」
（
チ
ラ
シ
バ
ソ
サ
ウ
、
繊
後
）
を
打
つ
薩
分
杏
な
扉
で
あ
っ
た
。

　
又
正
大
さ
は
」
ま
る
で
比
較
に
な
ら
諏
が
、
京
都
砥
園
の

入
阪
榊
蹴
本
殿
の
扉
も
同
じ
く
四
葉
を
以
て
装
飾
し
て
あ

る
。
其
他
ま
だ
探
し
た
ら
ば
で
、
來
や
う
が
、
今
の
こ
こ

ろ
は
氣
が
つ
か
澱
。

　
以
上
の
三
種
（
方
監
寺
及
東
大
毒
大
佛
殿
。
入
阪
雲
集
本
殿
）
、
鳶
職
江
戸
時
代
の
、

門
扉
に
あ
ら
ざ
る
四
葉
を
以
て
飾
っ
た
板
扉
の
例
に
あ
げ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
五
二
　
　
　
（
六
七
〇
）

て
お
く
。

　
（
二
．
）
、
長
崎
霧
所
在
「
唐
事
」
の
随
一
、
崇
旛
寺
大
雄

寳
殿
正
面
墨
斑
の
間
の
扉
は
、
腰
折
爾
開
に
す
れ
ば
丁
度

い
・
機
な
、
嘘
こ
ろ
を
片
方
丈
け
に
開
く
襟
に
し
で
み
る
。
’

手
先
が
重
い
か
ら
少
し
く
工
舎
が
よ
く
な
い
機
で
あ
る

が
、
氣
を
つ
け
て
開
閉
す
れ
ば
さ
う
大
し
て
不
都
合
，
万
も

な
い
や
ヶ
で
あ
る
。
片
方
に
二
つ
に
折
れ
て
片
方
に
丈
け

開
く
か
ら
、
「
片
折
片
開
」
ε
い
ふ
名
を
つ
け
て
お
い
た
。

　
大
阪
市
の
四
天
王
寺
に
用
器
殿
こ
い
ふ
建
物
が
あ
る
。

こ
れ
は
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
π
も
の
で
、
元
ご
は
家
康

を
祀
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
は
　
用
明
天
皇
を
祀
り
、
名

も
豊
明
殿
こ
か
へ
た
の
で
あ
る
。
其
舞
殿
正
面
中
央
の
寓

入
口
に
は
」
「
三
折
爾
金
隠
唐
戸
」
を
入
れ
て
あ
る
。
先
き

に
か
い
た
「
二
枚
雨
開
」
ご
登
臨
に
、
こ
ん
な
名
で
い
、

か
ざ
う
か
知
ら
濾
が
、
一
三
が
三
つ
に
折
れ
．
る
か
ら
、
二

つ
に
折
れ
た
の
を
爾
折
ビ
い
ふ
の
に
灘
し
、
「
三
折
」
ご

い
ふ
名
に
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
第
十
一
窓
第
四
號
錐
百



三
頁
上
段
に
か
い
た
開
き
方
に
よ
る
分
類
は
、

（
イ
）

（
質
）

（
ハ
）

（
二
）

（
ホ
）

（
へ
）

從
て
こ
、
に
は
、

の
で
あ
る
が

（
二
）
は
恰
も
「
爾
折
爾
開
」
を
宇
分
に
し
た
機
な
も
の
で
、

普
通
ま
ん
中
か
ら
掌
分
が
一
度
開
い
て
ま
た
開
く
の
を
、

さ
う
し
な
い
で
あ
る
一
如
の
扉
が
ま
ん
中
か
ら
二
つ
に
折

れ
、
更
に
夫
れ
が
「
方
へ
、
囲
く
標
に
し
た
も
の
で
、
稀
に

用
ひ
ら
れ
藻
で
あ
る
（
同
頁
上
段
第
七
行
蜜
第
入
行
亡
の
間
に
こ
れ
丈
け
い
れ
る
）
。
（
味
読

鵬
節
言
忌
簾
藤
澗
嚇
嗣
P
説
明
）
。
囁

　
（
ホ
）
は
「
ミ
ツ
オ
リ
レ
ウ
ビ
ラ
キ
」
ご
訓
む
つ
も
り
で

る
る
が
、
こ
れ
は
天
王
寺
の
用
明
殿
の
例
に
よ
乃
ご
↓
『
初

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
恥
剥
本
古
建
築
研
究
の
栞

片
開

爾
開

二
枚
爾
開
…
…
東
大
寺
大
佛
殿
の
熱

血
折
片
開
…
…
崇
船
寺
大
雄
實
殿
の
例

曲
折
爾
開

三
折
爾
開
…
…
四
天
王
寺
用
明
殿
の
例

　
　
　
（
ご
・
（
二
）
．
（
へ
）
の
説
朋
を
し
て
お
く

　
、
（
、
ノ
）
は
既
に
（
一
）
に
記
し
た
か
ら
略
す
Q

め
に
外
方
に
開
き
、
次
に
内
方
に
開
き
、
第
三
度
目
に
再

．
び
外
方
に
開
く
』
こ
ご
に
な
っ
て
み
る
。
用
明
殿
以
外
に

か
、
る
扉
の
有
無
を
知
ら
澱
か
ら
、
開
き
方
も
亦
膚
然
こ

の
反
響
な
っ
た
の
が
あ
・
か
否
か
も
知
ら
ぬ
（
励
継
錘

　
（
三
）
、
同
じ
ぐ
第
＋
一
憲
第
四
號
第
百
i
百
一
頁
に

か
け
扉
を
吊
る
時
に
は
「
肱
壼
は
殆
ざ
用
ひ
ぬ
」
ご
記
し

た
が
、
例
へ
は
第
百
三
十
入
圖
⑭
に
掲
げ
た
醍
醐
寺
三
寳

院
唐
門
扉
、
京
都
市
六
三
寺
門
扉
を
初
め
、
新
し
い
寺
の

夫
れ
に
は
、
肱
壷
を
用
ひ
た
の
が
可
な
う
あ
る
。
も
つ
ご

古
い
の
に
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
今
の
こ
こ
ろ
桃
山
よ
り

古
い
の
は
氣
が
つ
か
澱
。
だ
か
ら
あ
れ
を
『
肱
壼
は
桃
山

以
降
間
々
門
扉
に
用
ひ
ら
れ
た
』
ご
訂
正
を
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
於
　
　
　
　
　
　
勢
　
　
　
　
　
　
於

　
（
四
）
、
最
後
に
少
し
古
い
が
琵
の
と
こ
ろ
に
、
少
し
ば

か
り
書
き
加
へ
て
お
き
度
い
こ
ご
が
あ
る
。

　
第
十
｝
巷
第
三
號
第
百
三
十
二
頁
に
掲
げ
た
第
百
十
一

圖
の
う
ち
、
下
左
よ
り
二
つ
目
⑨
に
、
大
阪
府
北
河
内
郡

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
ツ
五
一
己
　
　
（
六
七
一
）



第
十
二
巷
r
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
・

山
田
村
百
濟
瀞
就
三
重
塔
蛙
出
土
の
、
・
裏
面
に
菱
形
丈
襟

な
る
李
琵
の
破
片
を
か
い
て
お
い
沈
が
、
あ
の
詫
は
實
は
さ

る
知
人
が
も
っ
て
み
た
の
で
、
其
摺
本
を
作
っ
た
ざ
き
所
を

き
い
た
こ
き
の
答
を
そ
の
ま
、
、
別
に
不
審
も
起
さ
す
か

い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
去
る
三
月
十
三
日
好
機
を
得
て
、
石

崎
達
二
氏
ご
共
に
實
地
踏
査
を
し
た
ら
、
巳
時
ご
思
は
る
、

ビ
こ
ろ
は
二
つ
で
、
左
の
標
な
關
係
を
も
つ
て
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
㊨

　
…
塔
趾
は
東
西
に
あ
っ
て
相
距
る
こ
ご
眞
々
4
6
、
東
塔
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

約
騎
、
西
塔
方
里
褥
。
三
重
塔
な
ら
随
分
大
き
な
方
で
、

　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

五
重
で
あ
っ
だ
ご
し
て
も
差
支
は
な
い
の
で
あ
る
。
其
玩

に
擾
志
せ
る
礎
の
数
及
び
大
尽
の
大
さ
を
測
定
し
た
ら
、

次
の
機
な
寸
尺
で
あ
っ
た
。

　
東
塔
蛙
。
擦
礎
1
、
圓
形
繰
出
裡
髄
、
高
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
四
天
柱
礎
2
、
側
柱
礎
7
、
圓
形
繰
出
穫
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
高
。
β

　
西
塔
阯
博
四
天
柱
礎
1
、
側
柱
礎
3

其
他
何
れ
も
亡
失
し
て
み
る
が
、
此
れ
等
の
礎
は
何
れ
も

墨
形
の
塵
界
を
有
し
、
更
に
中
心
に
小
國
形
の
突
出
部
託

ち
柄
が
つ
く
り
出
し
て
あ
る
こ
ぜ
、
山
城
國
分
寺
の
夫
れ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
・
　
　
扁
、
五
凶
凹
　
　
（
山
斗
七
二
）

の
様
で
あ
る
。
礎
相
互
の
距
離
間
隔
を
測
定
し
て
み
た
結

果
を
記
し
て
み
る
ご
、

　
東
塔
。
中
の
間
M
㍉
脇
の
間
妬
づ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ひ

　
西
塔
Q
中
の
聞
麟
、
脇
の
間
舗
づ
、

邸
ち
西
塔
の
方
が
幾
分
小
さ
い
機
で
あ
る
。
其
他
礎
が
紳

胤
境
内
所
々
に
｝
つ
こ
か
二
つ
こ
か
三
つ
ご
か
ば
ら
く

に
あ
る
が
、
其
相
互
の
瀾
係
を
調
査
す
る
こ
ご
は
、
此
の

口
の
様
な
豪
雨
中
で
は
不
可
能
な
の
で
、
更
に
他
日
を
期

し
だ
が
、
要
す
る
に
残
塁
や
毘
土
の
琵
か
ら
考
察
し
て
み

る
ご
、
奈
良
時
代
に
で
き
た
寺
で
、
大
凡
室
町
時
代
頃
ま

で
綾
て
る
た
ざ
考
へ
て
も
、
大
し
て
不
都
合
で
も
な
い
ら

し
い
の
で
あ
る
。

　
嚢
に
實
地
を
み
す
に
た
い
三
重
塔
鮭
ご
か
い
た
の
は
、

少
し
く
不
要
意
で
あ
っ
た
か
ら
．
こ
の
機
會
に
幾
分
詳
細

に
述
べ
、
補
遺
を
蕪
ね
て
訂
正
を
し
て
お
く
事
に
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
寺
趾
に
就
，
て
の
詳
細
は
論
義
石
崎
氏
が
登

表
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
誤
配
中
寺
鮭
測
定
の
際
．
大
に
誰

更
せ
ら
れ
た
る
諸
氏
に
劉
し
、
戚
謝
の
意
を
表
し
て
筆
を

響
く
O
（
昭
額
二
年
五
月
三
、
十
隔
B
稿
了
・
火
曜
。
晴
）

彗


